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添付資料1  情報収集資料リスト 

番号 資料名称 発行機関 発行年 

A 水道行政・法制度   

A-01 Water Act, 2006 House of Representatives 2006 

A-02 Water Regulations, 2007 Ministry of Water, 

Construction, Energy and 

Lands 

2007 

A-03 Water Regulations (Amendment) of 2008 Ministry of Water, 

Construction, Energy and 

Lands 

2008 

A-04 Charges for Water and Services Ministry of Lands, Housing, 

Water and Energy 

2013 

A-05 ZAWA (2015) Draft Guideline of Simulation on the Proper 

Tariff 

ZAWA 2015 

A-06 ZAWA (2020) Draft Customer Charter ZAWA 2020 

A-07 ZAWA Scheme of Service ZAWA  

A-08 Zanzibar Utilities Regulatory Authority Act, 2013  House of Representatives 2013 

A-09 Written Laws (Miscellaneous Amendment) Act 2019, 

Part Three Amendment of the Zanzibar Utilities 

Regulatory Authority Act 2013  

House of Representatives 2019 

A-10 Zanzibar Utilities Regulatory Authority (Rules of 

Procedure), 2016 

ZURA Board of Directors and 

Ministry of Lands, Water, 

Energy and Environment 

2016 

A-11 Financial Regulations, 2018 Ministry of Lands, Housing, 

Water and Energy 

2018 

A-12 Consumer Complaints Handling Procedure 

Regulations, 2018 

Ministry of Lands, Housing, 

Water and Energy 

2018 

A-13 Water Quality Monitoring Guidelines for Water 

Utilities (First Edition) 

ZURA 2020 

A-14 Performance Monitoring of Water Utilities: Key 

Performance Indicators for Water Supply Services  

ZURA 2020 

A-15 Inspection Manual for Zanzibar Water Utilities ZURA 2020 

A-16 Public and Environmental Health Act House of Representatives 2012 

A-17 Regional Administration Act, 2014  House of Representatives 2014 

A-18 Zanzibar Local Government Authority Act, 2014  House of Representatives 2014 

A-19 Miscellaneous Amendment Act 2016, Part Eleven 

Amendment of the Zanzibar Local Government 

Authority Act 2014 

House of Representatives 2016 

A-20 Written Laws (Miscellaneous Amendment) Act 2020, 

Part Seven Amendment of the Local Government 

Authority Act 2014 

House of Representatives 2020 

A-21 Zanzibar Environmental Management Act, 2015  House of Representatives 2015 

A-22 Disposal of Unfit and Condemned Products 

Regulations, 2019 

Second Vice President's Office 2019 

A-23 Environmental Assessment Regulations, 2019 Second Vice President's Office 2019 

A-24 Strategic Environmental Assessment (SEA) 

Guidelines in Zanzibar 

Department of Environment 2019 

A-25 Environmental Assessment Guidelines in Zanzibar  Department of Environment 2019 

A-26 Ancient Monuments Preservation Act, 2002  House of Representatives 2006 

A-27 Stone Town Conservation and Development Act, 2010  House of Representatives 2010 

A-28 Forest Resources Management and Conservation Act, 

1996 

House of Representatives 1997 
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A-29 Land Tenure Act House of Representatives 1993 

A-30 Land Tenure (Amendment) Act, 2003 House of Representatives 2003 

A-31 Land Tenure (Amendment) Act, 2010 House of Representatives 2010 

A-32 Act to Amend Various Laws of Land, 2013 House of Representatives 2014 

A-33 Municipal and industrial wastewater - General 

tolerance limit for municipal and wastewater.  

Zanzibar Bureau Of Standards 2014 

A-34 Potable water - Specification Zanzibar Bureau Of Standards 2020 

A-35 Water quality - Vocabulary Zanzibar Bureau Of Standards 2020 

A-36 Tolerance limits for industrial effluents discharged 

into inland surface water - Sugar industry 

Zanzibar Bureau Of Standards 2020 

A-37 Financial Statements for the Year 2019/2020 ZAWA 2020 

A-38 Report on Audited Financial Statements of Zanzibar Water 

Authority for the year ended 30 th June, 2019 

ZAWA 2019 

A-39 Draft Board of Director’s Report and Financial Statements for 

the Year Ended 30th June 2017 

ZAWA 2017 

    

B 人材育成・組織運営   

B-01 Short Course on Groundwater Exploration, Exploitation and 

Management 

University of Dar es Salaam  

    

C 地下水管理   

C-01 Integrated Water Resources Management Action Plan MoLHWE, ZAWA 2014 

C-02 Hydrogeological Map of Zanzibar Geological Survey of Tanzania  

    

D 施設管理   

D-01 Operation & Maintenance Manual for Borehole Pumps ZAWA (ZUWSP) 2019 

D-02 Operation and Maintenance for Surge Tank ZAWA (ZUWSP) 2019 

D-03 Operation And Maintenance Manual for Transmission Line ZAWA (ZUWSP) 2019 

D-04 Operation Instructions for Chlorination System ZAWA (ZUWSP) 2019 

D-05 Electromagnetic Flow Monitoring System Operation Manual ZAWA (ZUWSP) 2019 

D-06 Capacity Building and Training Manual for Borehole Pump ZAWA (ZUWSP) 2019 

D-07 Garage Equipment for Workshop ZAWA 2021 

D-08 Tools and Equipment for Civil Works ZAWA 2021 

D-09 Draft Project Completion Report (ZUWSP) ZAWA (ZUWSP) 2019 

D-10 Final Detailed Engineering Design Report (RIWSSZ) MoWEM, ZAWA 2021 

D-11 Leakage Report July - Sept'2021 ZAWA 2021 
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添付資料2  セミナーおよびワークショップ等資料 

2.1  地下水塩水侵入対策事例セミナー資料 
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2.2  NRW 管理（漏水削減）ワークショップ資料 
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2.4  地下水管理ワークショップ資料 
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2.5  人材育成・組織運営ワークショップ 
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2.6  アクションプラン説明会 
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添付資料3  アクションプラン説明会 議事録 
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添付資料5  本邦連携企画資料 

5.1  横浜市のタンザニア及びザンジバル実績 

5.1.1  各プロジェクトの概要 

(1) ザンジバル都市地域給水システム運営強化プロジェクト（職員派遣１名） 

タンザニア国から厚生労働省への依頼に応じ、料金徴収のためのマニュアルの整備、研修

の実施、顧客情報のデータベース化およびサービス向上に繋がる啓蒙活動等を支援した。 

(2) ザンジバル水公社経営基盤整備プロジェクト（派遣職員２名） 

ザンジバル水公社における、組織管理、職員意識の改善及び料金徴収業務のノウハウ向上

を図るため、ザンジバル水公社幹部に対して、労務管理の適正化等の公営企業の経営に係る助

言を行うとともに、顧客データの管理、規程類の整備、メーター設置及び水道料金適正化等、

料金徴収率の向上に寄与する助言を行った。 

(3) 地域別研修「アフリカ地域都市上水道技術者養成」コース帰国研修員支援業務（派遣職

員３名） 

平成 20 年５月に横浜で開催された第４回アフリカ開発会議（TICAD IV）のフォローとして、

上水道上級技術者を対象に、アフリカ諸国の上水道事業の改善に寄与することを目的とした研

修を実施、平成 23 年度はザンジバル水公社から２名を受け入れた。その後、研修と技術協力

「ザンジバル水公社経営基盤整備プロジェクトフェーズ２」との相乗効果を図るため、研修参

加の帰国後の活動支援を通じ、プロジェクト活動及び水公社の水道事業を支援したものである。 

(4) JICA ボランティア短期派遣制度を活用した人材育成のためのザンジバル水公社への派遣

（派遣職員４名） 

ザンジバル水公社における技術・事務両面からの課題を洗い出し、横浜市の過去に経験し

た事例、取組等を参考にして課題解決に向けた意見交換及び討論などを行う活動を行った。尚、

本派遣業務は、これら活動を通じて横浜市水道局の経営改善ができる職員の育成も目的とした

ものである。 
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5.1.2  横浜市のタンザニア受入れ実績 

案件名 内容 依頼元 受入年 

JICA 集団研修「上水道施設技術Ⅱ」 水質管理、配水施設維持管理 JICWELS 2006 

横浜国大ｲﾝﾌﾗｺｰｽ研修 川井浄水場 横浜国立大

学 

2007 

技術協力プロジェクト「ザンジバル

水公社経営基盤整備プロジェクト」 

お客さまサービス、水道メーター JICA 2009 

横浜国立大学からの西谷浄水場視察

受入 

浄水場概要、水道記念館 横 浜 国 大

池田教授 

2009 

タンザニア国村落給水事業実施・運

営維持管理能力強化プロジェクト 

水道事業概要、人材育成、浄水場概要 JICA 2009 

JICA 集団研修「水道管理行政」(水

質管理重視） 

西谷浄水場視察ジャーテスト実務水質課視察 JICWELS 2010 

地域別研修「アフリカ地域都市上水

道技術者養成」 

― YWC 2011 

JICA タンザニア国別研修「水道事

業人材育成」 

人材育成･研修システム、水運用総合監視シス

テム、水道技術資料館･西谷浄水場視察 
JICA 2012 

JICA タンザニア国別研修「組織経

営改善/無収水管理」 

事業運営体制、中長期計画、NRW 対策 JICA 2012 

JICA 地域別研修「アフリカ地域都

市上水道技術者養成」 

― YWC 2012 

JICA 「南部アフリカ開発共同体

(SADC)地域開発金融支援調査」に

係る開発金融ワークショップ 

経営計画の意義・重要性、浄水場の予算・決

算 
㈱ 日 本 経

済研究所 

2013 

横浜国大 IMP 留学生の西谷浄水場

視察 

西谷浄水場 横 浜 国 立

大学 

2013 

JICA 集団研修「水道管理行政及び

水道事業経営(A)」 

横浜市水道局の経験についてディスカッショ

ン 
JICWELS 2013 

JICA 地域別研修「アフリカ地域都

市上水道技術者養成(A)」コース 

水源視察、西谷浄水場視察、拡張の歴史、杯

髄ﾌﾞﾛｯｸｼｽﾃﾑ、顧客満足、検針業務など 
YWC 2013 

JICA「南部アフリカ地域開発金融機

関のためのプロジェクトバリューチ

ェーンの強化」 

川井浄水場視察 JICA 2014 

JICA 課題別研修「アフリカ地域都

市上水道技術者養成」コース 

水源視察、西谷浄水場視察、拡張の歴史、配

水ﾌﾞﾛｯｸｼｽﾃﾑ、顧客満足、検針業務体験など 
YWC 2014 

JICA 課題別研修「アフリカ地域都

市上水道技術者養成」コース 

無収水対策全般、小雀浄水場視察、配水管

理、検針業務体験など 
YWC 2015 

「水道管理行政及び水道事業経営研

修」 

アセットマネジメント JICWELS 2016 

JICA 課題別研修「アフリカ地域都

市上水道技術者養成」 

出前水道教室、水道概要・無収水対策、横浜

水道の歴史・水安全計画、老朽管更新計画、

アセットマネジメント、メーター維持管理、

施工管理、漏水管理計画、マッピングシステ

ム、浄水場維持管理、料金徴収・ＣＳ推進 

JICA 2016 

「タンザニア国 ザンジバル都市水

道配水施設改善事業準備調査」 

事業経営、水運用、水質管理、顧客サービス YWC 2016 
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JICA 水道管理行政及び水道事業経

営研修 

⽔道経営・⽔道会計 JICWELS 2017 

JICA 課題別研修「アフリカ地域都

市上水道技術者養成」 

無収水対策、出前水道教室、浄水処理、水質

管理、設備維持管理、水安全計画、管路更新

計画、配水管理/管網解析、漏水管理計画、漏

水調査実習、経営計画、マッピングシステ

ム、料金制度 /カスタマーサービス、検針業

務、メーター維持管理、アクションプラン作

成、施工管理/現場視察、宮ケ瀬ダム、寒川取

水堰、小雀浄水場、水道記念館・資料館 

JICA 2017 

― ― ― ― 

水道管理行政及び水道事業経営研修

（A） 

水道経営・水道会計・アセットマネジメント JICWELS 2019 

5.1.3  ザンジバル幹部訪問実績一覧 

案件名 受入対象者 主な視察先 受入年 

「ザンジバル水公社経営

基盤整備プロジェクト」

※契約手続にて来日の機

会を活用したもの 

(1) ザンジバル政府 水建設エネルギー国土省 次官 

(2) ザンジバル政府 財務省 副次官 

(3) ザンジバル政府 副法務長官 

(4) ザンジバル水公社 総裁 

(5) ザンジバル水公社 弁護士 

(1) 水道局お客さまサービ

スセンター 

(2) 西・保土ヶ谷地域サー

ビスセンター 

(3) 保全課水道メーター係 

2009 

「タンザニア国 ザンジ

バル都市水道配水施設改

善事業準備調査」 

(1) ザンジバル土地・水・エネルギー・環境省大臣 

(2) ザンジバル土地・水・エネルギー・環境省事務次官 

(3) ザンジバル水公社（ZAWA）顧客部長 

(1) 西谷浄水場 

(2) コールセンター 

2016 

 

5.2  本邦企業連携可能性調査 

5.2.1 調査企業選定 

海外展開する本邦企業は多いが、ザンジバルに関しては実績が少ないことが判明した。こ

れより実績に基づき調査企業を選定し実施することは困難なため、「海外」「水」をキーワード

に業界団体を調査することとした。 

(1) 横浜水ビジネス協議会 

上･下水道関連の国際展開を目的に設立され、実績を持つ「横浜水ビジネス協議会」会員を

対象とした調査を行った。会員企業は横浜市内企業だけでなく、東京などの企業も加盟してお

り、企業規模も大、中、小企業が多数登録されている。調査は同協議会の事務局を務める横浜

市水道局の協力を得て、会員企業 151 社に対し実施した。 
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横浜水ビジネス協議会会員リスト 
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(2) 島嶼国での実績を持つ企業 

ザンジバルと同様な環境である島嶼国を対象に、現在水道事業をモルディブ共和国で実施

している企業に聞取り調査を行った。対象企業の概要および事業の概要を以下に示す。 

表 5.1 対象企業の概要 

項目 内容 

企業名 日立アクアテック株式会社 （日立製作所の子会社） 

会社概要 日立製作所がシンガポールの海水淡水化設備メーカーであるアクアテック社を買収し、

2009 年に日立アクアテックを設立。主にアジアでの展開を図っている。ODA による上水道

関連の支援実績はなく、JICA 案件ではないが、島嶼国であるモルディブでの上水供給の実

績がある。 

出典：JICA 調査団 

モルディブ共和国は全島面積 298 km2（東京 23 区の約半分、ザンジバルのウングジャ島の

1/5 より小さい）、約 2,000 の島々より成る人口 53.4 万人（2019 年モルディブ政府資料からと

記載された外務省資料より) の島嶼国である。モルディブの首都マレ（面積 2 km2、人口約 13

万人）では、飲料水を雨水や地下水に頼ってきたが、生活排水や海水の混入などによる水質の

悪化から、水資源の確保と水インフラの改善が課題となっていた。このような背景から、日立

製作所は 2010 年にモルディブ政府の要請に応えて、マレ上下水道株式会社（MWSC）の経営

に参画している。 

事業は、マレ島全域と隣のフルマレ島にある 3 カ所の施設において 9 ユニットの海水淡水化

装置を稼働させ、日量 27,000 ㎥を供給している。この事業では、淡水化した水を MWSC 施設

内のボトル工場でペットボトルに詰めて出荷し、マレ市内で広く販売もしている。 

また、2012 年にはザンジバルのホテルに海水淡水化装置を納入した実績もある。 

  

出典：日立ホームページより（掲載許可取得済み） 

写真 5.1  MWSC 海水淡水化装置及び海水淡水化施設に隣接する飲用ボトル製造工場 

5.2.2  アンケート実施 

横浜水ビジネス協議会会員へのアンケート用紙には、以下の項目をあらかじめ準備し、該

当する項目に記載を依頼する方式で実施した。 
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表 5.2 アンケート概要 

アンケート項目 記入方法（選択、自由記載） 

技術製品の分野 節水、漏水対策、雨水利用、地上ダムなどによる貯水、地下水涵養、海水淡水

化、給水・配水(水運用)の効率化、ポンプ効率化、水道メーター・検針システム改

善、料金設定・徴収方法などによる収益改善、組織・人材育成、その他 

（選択式） 自由記載 

技術名又は製品名、

特長・強み 

自社技術・製品の希望する紹介方法（来日研修生への紹介、オンラインによる紹

介、現地渡航し紹介、紹介しない）の選択とその理由。 

出典：JICA 調査団 

5.2.3  アンケート結果 

横浜ビジネス協議会会員企業からの回答は５社であった。以下に回答を示す。また、各社

の持つ技術の具体的特徴を表 5.3 に示す。 

表 5.3 アンケート回答 

企業名 項目 回答 

東京計器 分野 漏水対策 

技術名または製品名 超音波流量計 

技術・製品の特長・強み 配管の外側からセンサーを設置するため、配管の組み換

えが必要なく流量の測定が可能。 

当社は世界で初めて超音波流量計を開発したメーカーで

あり、ノウハウの蓄積により古い配管や少々の粒子を含

んだ流体も計測が可能。 

ザンジバルとの連携形態  来日研修生へのプレゼン：希望 

 オンラインでのプレゼン：希望 

 現地渡航:ザンジバルだけでは市場規模が小さいため、多く

の需要者が見込める他の機会を考えている。 

パスコ 分野 その他 

技術名または製品名 水道 GIS 

技術・製品の特長・強み 管路のネットワーク情報を地理空間情報システム

（GIS）上で把握し、台帳を整備して、修繕・維持管理

や料金徴収の最適化を図るもの。 

ザンジバルとの連携形態  来日研修生へのプレゼン：希望。直接、意見を交換し、適

用可能性や実現性を検討したい。 

 オンラインでのプレゼン及び現地渡航：希望しない。体制と

情報が不足しており、まずは市場調査からすべきレベルと

考えている。 

荏原製作所 分野 ポンプ効率化 

技術名または製品名 高効率ポンプ 

技術・製品の特長・強み 陸上両吸い込みポンプ：コンパクトな設計により、設置

が容易で、メンテナンスも最小限、他 

陸上片吸い込みポンプ：小形軽量化を追求した 2 極形、

及び 4 極形、他 

ザンジバルとの連携形態  来日研修生及びオンラインでのプレゼン：希望。自社製品

の優秀性を参加者及び所属組織に知ってもらいたい。タン

ザニアにて弊社プロジェクトが進行中であり、タンザニア（特

にザンジバル）でのニーズのヒアリングを行いたい。 

 現地渡航：希望。タンザニア現地にて弊社プロジェクトが進

行中であり、現地視察を行った上で、よりニーズを汲んだ提

案を行いたい。 

水道テクニカ

ルサービス 

分野 漏水対策 

技術名または製品名 漏水調査、無収水対策技術全般 

技術・製品の特長・強み 漏水調査技術提供、漏水防止機器、調査技術トレーニン

グ実施等、インド国及びベトナム国において JICA 事業

や単独契約による実績を有する。 
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分野 水道メーター・検針システム改善 

技術名または製品名 プラスチック製水道メーター 

技術・製品の特長・強み 従来型金属メーターに代わるプラスチックメータ。軽量

化、耐久性にすぐれると共に、R160 の性能を有し長期

間安定したパフォーマンスによる有収水量の安定定期向

上を図る。頻発する金属製メーター盗難被害にも有効。 

ザンジバルとの連携形態  来日研修生及びオンラインでのプレゼン：希望。本邦漏水

調査技術を来日した関係者にアピールしたい 

 現地渡航：訪問時の状況を踏まえ十分検討したい 

日立製作所 分野 漏水対策 

技術名または製品名 漏水検知サービス 

技術・製品の特長・強み ①独自開発の超高感度振動センサーを用いて、管路の状

態を常設監視 

②センサー内に実装した独自アルゴリズムにて解析し、

漏水検知結果をクラウドに伝送することで遠隔にて管路

の漏水発生状態を確認 

③漏水検知サービスの導入により、広範囲な常設監視を

実現できるため、異常管路の早期検知・早期補修が可能
" 

ザンジバルとの連携形態  プレゼンの可能性は今のところない 

 本サービスは、無収水率が 10%程度の現場において有用

で、無収水率が 63%にのぼるザジンバルでは、設備更新が

対策としては優先されるものと考える。 

 現在、ザンジバルは注力市場ではなく、今後の市場分

析、実機会をもとに対応判断していく方針。 

分野 海水淡水化 

技術名または製品名 SWRO 

技術・製品の特長・強み ①原水・容量に応じたプロセスエンジ、システム構築と

その信頼性。 

②高回収モデル適用（原水等条件による）によるトータ

ルコスト低減。 

③豊富な RO システム納入実績（600UNITS 超） 

ザンジバルとの連携形態  プレゼンの可能性は今のところない 

 Hitachi Aqua-Tech Engineering 社は在星ですので、訪日

対応は現実的ではないが、内容次第では日立製作所水環

境ビジネスユニットでも対応可能（ご関心・ご用件次第）。 

 SWRQ を製造する Hitachi Aqua-Tech Engineering 社事

業に合致するご関心・ご用件であれば対応可能です 

 現在、ザンジバルは注力市場ではなく、今後の市場分

析、実機会をもとに対応判断していく方針。 

出典：JICA 調査団 

回答のあった企業の中では、ポンプメーカーである株式会社荏原製作所が現在ザンジバル

において、農業分野ではあるが自社ポンプを使用した灌漑用ポンプの実証実験を独自に実施中

であり、今後、アフリカ、ザンジバルへの水道分野の展開を希望しており、社員の派遣も検討

するなど積極的である。 

5.2.4  本邦企業の連携可能性にかかる検討 

ザンジバルの市場規模は小さく、企業連携のハードルは高いと考えられる。（株）荏原製作

所が独自プロジェクトとして進める事業は、現地政府の協力の下、小規模農家に対する灌漑用

ポンプ導入の実証実験であり、この機会を通してアフリカ、ザンジバルへの展開を希望してい

る。水道事業ではポンプの使用は欠かせないものであるため、省エネを実現できるポンプは活

用を検討するに値するものと考える。 
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また、海水淡水化の実績企業もあったが、現状のザンジバルでの展開は視野にないことが

確認された。ザンジバルでは病院等に太陽光発電を使用した小型の淡水化装置の導入事例があ

る。海水淡水化はランニングコストが高く、ザンジバルの水道幹部は本格的な導入は不要と考

えているようであるため、小規模で離島など限られた場所への導入に限定される。 

アンケートの結果から、現在のところ積極的に現地活動を実施する協力の形態は考えられ

ていないが、来日研修員や現地職員へプレゼンテーションの機会が準備された際には、プレゼ

ンテーションの実施と現地状況を把握するためのディスカッションを望んでいる企業が多いこ

とが確認された。 

5.3  本邦自治体調査 

5.3.1  アンケート実施都市の選定 

実績調査を行った結果は前述のとおり、ザンジバルに限ると、横浜市を除くと協力実績は

ほとんどなかった。このことから、アフリカ全土での実績さらには、ザンジバルと同様に島嶼

国という環境の太平洋州への実績のある自治体、及びこれまでに国際協力実績のある政令都市

などを中心に対象にアンケートを実施した。加えて、2 草の根技術協力事業等の実績はないが、

給水量全てを地下水で賄い約 50 万人の市民に供給しているというザンジバルとの類似性が高

い熊本市も調査対象とした。 

JICA 関連事業の他、総務省、（一般財団法人）自治体国際化協会も自治体の国際協力活動を

支援していることから、そちらの実績も調査したが、これまでの研修受け入れは、アフリカの

国ではギニアとマダカスカルだけであり、タンザニアまたはザンジバルとの交流事業を実施し

ている自治体はなかった。 

5.3.2  アンケート実施 

アンケートの項目は、これまでのアフリカ・ザンジバルでの国際協力の実績、顧客管理や

人材育成における支援や連携の可能性について調査した。連携支援の形態としては、自治体単

独での支援プロジェクトの立案は難しいと考え、JICA 事業を通じた研修員の受け入れ、研修

の講師、職員の派遣などの可能性について調査した。表 5.4 に調査自治体リストを掲載する。 

表 5.4 調査自治体一覧 

都市名 部課 

1 東京都 水道局総務部企画調整課 

2 横浜市 水道局国際事業課 

3 千葉県 企業局水道部計画課 

4 浜松市 水道局上下水道部上下水道総務課 

5 神戸市 水道局 

6 広島市 水道局企画総務課 

7 福岡市 水道局総務部経営企画課 

8 熊本市 上下水道局 

9 沖縄県 企業局 

10 石垣市 水道部施設課 

11 宮古島市 上下水道部水道総務課 

出典：JICA 調査団 
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5.3.3  アンケート結果 

(1) 集計結果 

得られたアンケート回答のアフリカ、ザンジバル、島嶼国での経験の有無とアフリカの

国々との連携の可能性を表 5.5 に整理した。 

表 5.5 アンケート集計結果 

自治体 

業務経験 今日も

継続中

の国と

地域 

アフリ

カ連携 

可能性 

プレゼン実施等による連携 

アフリカ タンザニア ザンジバル 島嶼国 受入時 オンライン 現地 

東京都 〇 〇 〇 〇 × △ △ △ △ 

横浜市 〇 〇 〇 〇 － 
〇 

マラウイ 

〇 

マラウイ 
－ 

〇 

マラウイ 

千葉県 回答辞退 

浜松市 × × × × － × － － － 

神戸市 － － － － － － － － － 

広島市 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 － 

福岡市 〇 〇 〇 
フィジー

共和国 
× × － － － 

熊本市 × × × × × × － － － 

沖縄県 × × × 〇 サモア国 × × × × 

宮古島市 × × × × － × － － － 

石垣市 × × × × － － － － － 

凡例 ×：なしの回答、－：無回答、△：依頼に応じ可能性あり 

出典：JICA 調査団 

(2) ザンジバルの状況を考慮した利用可能技術 

アンケートの回答方式として、自由記載としたザンジバルの状況を考慮したうえで活用の

可能性のある技術に対し得られた回答を列記する。 

⚫ 東京都 

３ 地下水管理 

3-1 地下水源をお持ちでしょう

か。 

ある場合、上水として供給

する際に供給の安定性、省

エネルギー対策（取水、配

水ポンプ等）、水質管理等に

おいて工夫している点や留

意している点はあります

か。 

東京都では、多摩地区に地下水源（井戸）を有しています。 

ご質問の内容について、以下の通り回答します。 

・供給の安定性について 

 水質悪化や設備の老朽化などが原因で揚水量が減少してい

る井戸は、今後、費用対効果や危機管理の観点から、適切な

維持補修や更新・統廃合を検討していきます。 

・省エネルギー対策について 

 省エネ型の機器の導入や、高低差を利用した水運用を行う

などエネルギー効率に配慮した送配水を行っていきます。浄

水場や給水所等のポンプ設備の新設・更新に合わせて、エネ

ルギー損失が少ないインバータ制御方式等を導入していきま

す。 

・水質管理について 

 東京都水道局では、水質検査計画の中で、水源から蛇口

（給水栓）までの水質検査方針及び具体的な計画を定めてお

り、本計画を通し、適正な水質管理とお客様への情報提供を

図っていきます。 

各項目の詳細については、下記の URL より HP をご覧くだ

さい。 
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（安定性と省エネルギー対策について） 

https://www.waterworks.metro.tokyo.lg.jp/suidojigyo/torikumi/s

eisaku/plan2021/ 

（水質管理について） 

https://www.waterworks.metro.tokyo.lg.jp/suigen/s_keikaku.ht

ml 

４ 顧客管理 

4-1 スマートメーターを導入し

ていますか。 

導入している場合、いつ頃

から採用し、導入数はどれ

くらいでしょうか。 

令和元年度（2018 年）にオリンピック・パラリンピック選

手村に 49 個を先行導入しています。 

4-2 今後、貴自治体にてスマー

トメーターを導入する予定

はあるでしょうか。ある場

合、どのような点でメリッ

トがあるとお考えですか。 

無いとお答えの場合、どん

な改善がされたら導入を検

討するでしょうか。 

"令和 4 年度（2022 年）から令和 6 年度（2024 年）にかけ

て、約 13 万個を都内全域に導入予定です。 

導入による効果としては、検針業務の効率化や新サービスに

よるお客さまサービスの向上、施設維持管理の向上などを見

込んでいます。" 

4-4 貴自治体では、水道料金支

払い方法として、お客様か

らの支払いを容易にする特

別な方法を採用しているで

しょうか。 

東京都水道局では、口座振替、クレジットカード払い、主要

な金融機関・コンビニエンスストアで支払い可能な請求書払

いを採用しています。また、請求書に記載のバーコードをス

マートフォンで読み取ることにより、電子マネーでの決済も

可能です。 

出典：JICA 調査団 

⚫ 広島市 

3 地下水管理 

3-1 地下水源をお持ちでしょうか。 

ある場合、上水として供給する際に供給

の安定性、省エネルギー対策（取水、配

水ポンプ等）、水質管理等において工夫し

ている点や留意している点はあります

か。 

３浄水場の水源が地下水を使用しており、飲

用、生活用に有償で供給している。施設は、

水道施設設計指針、水道維持管理指針に基づ

き設置、管理されており、工夫している点と

して、省エネルギー対策としての高効率モー

ターの使用が挙げられる。 

3-2 地下水源の維持保全に関する取り組みと

して、工夫している点や留意している点

はありますか。 

地下水に限らず、水源を次世代に引き継いで

いくための教育が重要と考えており、そのた

めに植林等の森林保全活動や森林学習を行っ

ている。 

4 顧客管理 

4-2 今後、貴自治体にてスマートメーターを

導入する予定はあるでしょうか。ある場

合、どのような点でメリットがあるとお

考えですか。 

無いとお答えの場合、どんな改善がされ

たら導入を検討するでしょうか。" 

具体的な予定はないが、導入の検討はしてい

る。 

スマートメーターのメリットは、リモートに

よる自動検針が可能となり、早期の漏水対

応、お客様サービスの向上などが挙げられ

る。 

出典：JICA 調査団 

水源保全の取り組みとして植林等の森林保全活動や森林学習を行っているとの回答があり、

こうした取り組みはザンジバルでも参考になると考える。 

⚫ 熊本市 

2 組織運営・人材育成 

2-1 組織・制度の再構築など水道事業体

の運営に係る制度改善に役立つと思

われるところはありますか。 

状況をお聞きすると、有収水量の低さを改善する

ために、配管台帳システム顧客管理システムの強

化が必要ではないか。 

2-2 技術（事務部門を含む）の習得・向 管路技術の知識を得るためのセミナー研修を開催
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上に関わる人材育成プランの改善に

役立つと思われるところはあります

か。 

し、管材に対する技術の向上を図ることが必要で

あると考える。 

3 地下水管理 

3-1 地下水源をお持ちでしょうか。ある

場合、上水として供給する際に供給

の安定性、省エネルギー対策（取

水、配水ポンプ等）、水質管理等に

おいて工夫している点や気を付けて

いることはありますか。 

本市の上水道は、すべて地下水源で賄っていま

す。 

主要な施設では、１つの配水池に複数の井戸の水

を送水することで、故障発生時も安定して原水を

供給できるようにしています。 

自然流下での配水の場合、配水池水位等による自

動制御で必要量だけを取水し、水を無駄に汲み上

げないようにしています。また、配水ポンプでの

供給の場合、配水管の末端圧力が一定になるよう

自動制御しています。 

 水質管理について、給水栓水は水道法における

水道水質基準適合を適切な頻度、方法で確認して

います。また、水源である地下水（原水）及び配

水池出口の水（浄水）についても独自に水質検査

を実施しています。 

3-2 地下水源の維持保全に関する取り組

みとして、工夫している点や気を付

けていることはありますか。 

地下水位観測のための専用井戸を設け、地下水位

の変動を継続的に観測しています。また、水源井

戸周辺での杭、地盤改良、矢板、推進工事等に対

して、市で条例を定め、工法及び地盤改良剤等で

地下水汚染を起さないように事前に協議、指導を

行っている。 

出典：JICA 調査団 

大量の地下水の水位・水量管理、水質汚染管理などをきめ細やかに実施しており、ザンジ

バルでも役立つ情報は豊富にあると思われる。 

⚫ 宮古島 

2 水道事業の取り組みについて 

2-2 

 
水源確保としての地下水涵養（地下ダムなど）の

施設維持管理に関することで工夫していることや

島ならではの苦労とその対策にはどんなところが

ありますか。 

本市に於いて地下ダム施設はござ

いませんが、農業用水として地下

ダムが整備されております。 

2-3 貴重な水源である、井戸（地下ダム含む）から取

水する場合、水源をより長持ちさせるために、一

日にくみ上げる水の量や配水時間や量のコントロ

ールで気を付けていることなどで特別に工夫して

いることはありますか。 

水源地の干渉をさけて運転を行っ

ている 

出典：JICA 調査団 

宮古島は石灰岩に覆われた地形であり、平坦な島で高い山がないため、河川が発達しにく

く、飲料水の全てとかんがい用水のほとんどを地下水に依存している点が、ザンジバルと類似

している。このように地下水利用が進んでおり、ザンジバルでも参考になると考える。 

⚫ 石垣市 

2 水道事業の取り組みについて 

2-1 水源確保としての地下水涵養（地下ダムなど）の建設

を計画する際に気を付けたほうがいいと思われること

などはありますか。 

水質・取水流量 

2-2 水源確保としての地下水涵養（地下ダムなど）の施設

維持管理に関することで工夫していることや島ならで

はの苦労とその対策にはどんなところがありますか。 

硬度が高く、高度処理施設がな

いので、河川表流水源を主に取

水している 
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2-3 貴重な水源である、井戸（地下ダム含む）から取水す

る場合、水源をより長持ちさせるために、一日にくみ

上げる水の量や配水時間や量のコントロールで気を付

けていることなどで特別に工夫していることはありま

すか。 

石垣市では、地下水の他に河川

表流水源があり、天候に左右さ

れますが、豊水時には、地下水

からの取水は少量に抑えていま

す。 

出典：JICA 調査団 

状況に応じた水源の運用が行われており、ザンジバルでも参考になると考える。 

5.3.4  実績のある都市での追加情報収集 

(1) 沖縄県企業局 

沖縄県は、ザンジバル島に近い面積と人口を有している。しかし、水源としては地上ダム

を主な水源としており、地下水だけに頼るザンジバルにとって何かヒントとなることがあるの

ではと考えアンケートの他に調査した。 

沖縄とザンジバルは広い集水面積を確保できないところは両島とも類似している。しかし、

沖縄では、ダム開発は国の事業として計画・実施され、多くの小河川において水を豊水期に集

め、相互に融通し、規模の比較的大きなダムに集めることで、水源を効率的に確保している。

ザンジバルではダムの建設が地形・地質、自然保護、農耕地の確保などの問題が存在するが、

地形・地質等を十分調査の上、地上ダムの建設も視野に入れ、小河川のとの連携した水資源開

発の検討が望まれる。 

(2) 宮古島市 

宮古島の上水は全て地下水に依存しており、地下水確保の作として地形上地下ダムの形成

が比較的容易で水源確保が出来ている。このように地下水開発に多くの知見を持っているので

非常に参考になると考える。 

(3) 熊本市 

政令指定都市でもある熊本市の上水道は、約 50 万人の水道水源を全て地下水で賄う日本で

もまれな都市である。さらに人口規模はザンジバルほどではないが、給水規模としてはザンジ

バルに通じるところがある。 

現在 38 カ所の地下水源（98 本の井戸）のうち主要な水源は運用センターにおいて取水量や

水圧のコントロールなどの適正化を図っている。この技術は、ザンジバルでも十分活用できる

と考えられる。 

同様なシステムをザンジバルで導入しようとすると情報収集と運転制御を一括で行うシス

テム構築が必要なため、導入には時間がかかると思われるが、取水・貯留・配水の一連の運用

方法の実務を学ぶ機会となる。 

5.3.5  自治体連携の可能性 

今後、ザンジバルとの連携として研修生の受け入れの可能性があると回答している自治体

は広島市であった。広島は地下水源がある事から連携を検討するにふさわしいと考える。東京

都は要請に応じて対応を検討するとしている。また、ザンジバルでの実績がある横浜市は、現

在アフリカのマラウイ共和国との連携プログラムを実施中であり、再度ザンジバルとの連携予
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定はないとの回答であった。 

地下水利用では、宮古島市と熊本市が経験豊富であるが、アンケートからはザンジバルで

の連携は今のところ考えていないようである。しかし、研修員が来日した際に、視察場所とし

て取り入れることやオンラインでの講義が可能であれば講師を務めてもらうことは、全く可能

性がないわけではないと考える。 

5.3.6  雨水の利用 

比較的に降水の多いザンジバルでは雨水利用についても活用方法を検討しておく必要があ

る。直接の飲用には適さない水質ではあるが、多くの用途に使用でき、煮沸することで飲用に

もなる資源である。 

 雨水を処理せず直接貯める方法と一端濾過して貯める方法がある 

 貯留施設も陶器かめ、素焼きかめ、プラスチックタンク、コンクリート貯水槽など様々な種類が

あり、規模に応じ現地で格安に設置できるものが選定可能 

 屋根集水を各家庭で行うか、少し規模を大きくして集団で行うことも可能 

 貯留水に蚊などの生物が繁殖しないよう気を付けなければならない 

 飲用は煮沸後でなければしない 

日本でも雨水利用について、水道水の利用削減を水資源の保護やエネルギー削減、緊急時

の水確保などのために推進している自治体もある。その一例として、沖縄県では「りっか！雨

水利用≪雨水利用のすすめ≫」といった小冊子を作成して、雨水利用の有効性を県民に広報し

ている。本小冊子には、沖縄だけでなく全国の雨水利用の事例なども紹介されている。 
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5.4  水ビジネス協議会会員アンケート回答 

(1) 株式会社荏原製作所 

 

ザンジバルアンケート記入票

貴社名： 株式会社荏原製作所

記入者名： 辻健　川西陽一 所属部署： マーケティング推進部、海外拠点推進課役職：

メール： tsuji.takeshi@ebara.com kawanishi.yoichi@ebara.com電話番号：

分野　(組合せの場合、そのことについて明記願

います)

技術名又は製品名

自社製品の特長・強み

(上記分野において組合せの場合は、その

ことについて明記願います)

導入費用　システムの場合

導入費用　製品一つ

５　水中ポンプ（例　DML）

①高効率、省エネルギー

当社従来ボルテックス形に比べ最高効率20％向上。従来より1ランク小さい出力のポンプが選定できるので契約電力及びランニングコストが低減します。

②高い異物通過性

1枚羽根を採用。特殊羽根構造により高い通過性を維持し、異物除去の作業負荷を軽減します。

③長寿命

ステンレス製羽根車、高耐荷重用軸受を採用。長寿命設計により、部品交換作業を軽減します。

④スカム対策用吸込ノズルを標準に装備し、特別附属品の予旋回槽と組み合せることによって、スカムの原因となる浮遊物を排出します。

⑤電動機保護装置としてオートカット（0.75kW）・サーマルプロテクタ（1.5kW以上）および浸水検知器を内蔵しています。

６　給水ポンプユニット　（例　BN３１００等）

①省エネルギーを十分に発揮する推定末端圧力一定制御

使用水量に応じ、配管抵抗分の圧力損失を加減し、吐出し圧力を変化させる制御方式で吐出し圧力一定制御より消費動力を更に小さくしました。

② モード運転

運転状態を監視して給水率が低く比較的小水量側での運転状態になると、最低圧力可変制御・新小水量停止制御で、無駄な圧力・運転時間を省き「更なる省エネ」を図ります。

③NFC通信機能フレッシャーLINK

コントローラにNFC通信機能を搭載。専用アプリ【フレッシャーLINK】をインストールしたスマホで給水ユニットの運転状態が簡単に取得でき、視認性の向上、点検作業の効率化が計れ

ます。

④ノイズ・高調波抑制＆力率改善

ノイズフィルタ、DCリアクトルを標準で内蔵しており、ノイズ、高調波を抑制し、トラブルを未然に防ぎます。

⑤容易な施工・メンテナンス性

ポンプごとに吐出し側仕切弁を標準装備。また、圧力タンクや圧力センサも取り外し易くなり、メンテナンス性が向上しました。また、吐出し方向は左右の選択が可能です。

⑥豊富な装備を標準搭載

受水槽制御は設定コードの変更によって、多方式から選択でき、市水流入弁は、電磁弁の他に、標準で電動弁の対応が可能です。また、漏電遮断器をポンプごとに標準装備しています。

⑦保守管理が容易

設定圧力は操作パネルで簡単入力。設定圧力に対応する使用最大水量は、学習による自動設定です。

⑧インバータに強制運転スイッチ搭載

万が一、メイン基板が故障した場合でも、強制運転スイッチをONに切り替えるとインバータパネルからポンプを手動運転でき、給水を継続できます。

⑨配管方向を現場で選択可能

吐出し方向は、現場納入後に左右いずれにも選択できるため、配管施工の自由度を向上します。

⑩バックアップ運転機能も充実

ポンプ故障、インバータ故障の場合には、自動的に他のポンプ運転に切り替り、万一の場合にも運転継続が可能です。更に、制御システムバックアップ仕様（特殊仕様）の場合、制御基

板・圧力センサ故障時に自動で予備回路へ切り替わり、正常時と同様の運転を継続することができます。

７　ポンプ状態監視　つながるポンプ

ポンプの状態を監視し、異常があればオーナーに知らせるシステム。

８　ナイロンコーティングポンプ　（例　MODEL FSDN等）

【特長】

①接液部にナイロンコーティングを施した、浸出性能基準適合品です。

②電動機直動形なのでコンパクトです。

③全機種に低騒音全閉外扇屋外形電動機を採用。屋内・屋外の設置場所を問いません。

④独自の解析技術を生かした羽根車、ケーシングの採用によりポンプ効率を大幅に改善しました。従来機種より1ランク小さな出力のポンプ選定も可能です。

⑤回転体露出部にはプロテクタ等を取付けて安全性を強化しています。

なし

9067259501

ポンプ効率化

技術・製

品

仕様により、異なる。

高効率ポンプ

１　陸上　両吸い込み　（例MODEL 　C　NA）(①　コンパクトな設計により、設置が容易で、メンテナンスも最小限。

②　ケーシングは軸方向に分割されており、点検・整備時には上部ケーシングを容易に取り外すし可能。

③　最大150mの揚程で、より幅広い性能を発揮。

④　高速駆動、縦置きも可能。

⑤　回転部には防錆材を使用。

⑥　高品質な密閉型ベアリングとカートリッジ式ベアリングユニットにより、高い耐久性を実現。

⑦　高い許容圧力により、安定した運転が可能。

⑧　メカニカルシールの採用により、メンテナンスが容易。

２　陸上　片吸い込み　（例　MODEL　GS）

①小形軽量化を追求した2極形、及び4極形をシリーズ化。

②独自の解析技術を生かした羽根車、ケーシングの採用によりポンプ効率を大幅に改善。

③従来形より標準仕様（水量範囲、取扱液温度、最高使用圧力）を拡大し、更に高押込仕様（特殊仕様）にも対応。

④吸込、吐出し配管や保温、保冷材を外すことなく分解・点検ができるBPO（Back Pull Out）形。

⑤吐出し口がケーシングの中心上にあり、かつケーシングに脚が付いているので、配管荷重に強い構造。

３　ソーラーポンプ

ソーラーパネルを利用した電源不要のモデル。

４　井戸用ポンプ

①高効率なので、少ない電力で十分な水量を揚水できます。

②輪切形ケーシングの採用（10B以下の井戸用）により、小形・軽量になっています。

③単純な構造なので保守・点検が容易です。

④摺動部分が少ないので、砂によるかじりつきに強い構造です。

⑤3Bから16Bの井戸用までの標準化により、豊富な機種の中から選定が可能です。

⑥制御盤も豊富な品揃えで、各種要望に対応できます。
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来日した研修員に対するプレゼン(選択)

プレゼンを行う又は行わない理由を可能

な限りご記入願います。

オンラインで相手側に対するプレゼン(選

択)

プレゼンを行う又は行わない理由を可能

な限りご記入願います。

現地渡航(自社負担)してプレゼン(選択)

プレゼンを行う又は行わない理由を可能

な限りご記入願います。

自社製品の優秀性を参加者及び所属組織に知ってもらいたい。タンザニア現地にて弊社プロジェクトが進行中ということもあり、タンザニア（特にザンジバル）

でのニーズについてもヒアリングを行いたい。

希望する

タンザニア現地にて弊社プロジェクトが進行中ということもあり、現地視察を行った上で、よりニーズを汲んだ提案を行いたい。

希望する

自社製品の優秀性を参加者及び所属組織に知ってもらいたい。タンザニア現地にて弊社プロジェクトが進行中ということもあり、タンザニア（特にザンジバル）

でのニーズについてもヒアリングを行いたい。

希望する

プレゼン

テーショ

ン　【こ

のような

機会が設

定された

場合で

す】
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(2) 水道テクニカル株式会社 
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⚫ 水道メーター 

従来型金属メーターに代わるプラスチックメータ、軽量化、耐久性にすぐれると共に、

R160 の性能を有し長期間安定したパフォーマンスによる有収水量の安定定期向上を図ります。

また、頻発する（金属製メーター）盗難被害もなくなるでしょう。 

  

Plastic Meter Specification 

 

 

 

TA15 

Multi-jet Water Meter 

 

 

I. Features and Benefits 

＊ Designed for long term performance 

＊ Extra-dry register 

＊ Lightweight and durable plastic housing ( Main case pressure resistance ; 5MPa ) 

＊ Magnetic shield which provides extra protection against magnetic fraud ( 5,000G ) 

 

II. Metrological Performance 

＊ ISO 4064 : 2014 

＊ OIML R 49 : 2013 

＊ AWWA C710 : 2015 

 

III. Specification 

A. Accuracy and Pressure loss 

Nominal 

meter size, 

mm (inch) 

Ratio 

Q3/Q1 

Minimum 

flow rate 

Q1, m3/h 

Transitional  

flow rate 

Q2, m3/h 

Permanent 

flow rate 

Q3, m3/h 

Over flow 

rate 

Q4, m3/h 

15 (1/2) 
100 

160 

0.025 

0.016 

0.040 

0.025 
2.5 3.13 

 

Nominal 

meter size 

mm (inch) 

Test flow limits, m3/h Pressure loss at 

permanent flow rate 

Q3, MPa 

Lower range 

(Accuracy ±5%) 

Higher range 

(Accuracy ±2%) 

15 (1/2) 0.025 to < 0.040 0.040 to 3.13 0.063 

 

 

A. Length and Shell Thickness of Main Case 

Nominal 

meter size 

mm (inch) 

Length 

mm 

Shell thickness of 

main case 

mm (Min) 

15 (1/2) 165 ±1 4 

 

B. Indicating range 

Nominal 

meter size 

mm (inch) 

Maximum value of 

verification scale 

interval 

m3 

Indicator range 

m3 

15 (1/2) 0.0001 9999 

 

C. External dimensions 

Model TA15 (1/2) 

Length ; L (mm) 165 

Height ; H1 (mm) 97 

Height ; H2 (mm) 30 

Width ; W (mm) 101 

Screw standard G3/4 

Weight (kg) 0.5 
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(3) 株式会社パスコ 
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⚫ 水道 GIS 

上水道管理システム「PasCAL 上水道」は、上水道施設に関する調書情報や上水道台帳図な

どの図面情報を一元的に管理できます。情報照会、図面出力、調書出力、断水検索などの機能

により作業効率化を図り、管網解析モデルの作成・シミュレーションにより施設の維持管理を

支援します。簡単な操作性で、誰もが直感的に使うことのできる上水道管理システムです。 
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(4) 東京計器株式会社 
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(5) 日立製作所 
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5.5  自治体アンケート回答 

(1) 東京都 

 

ザンジバル水行政及び水道事業管理システム強化に係る情報収集・確認調査　　質問票

ご回答者情報

自治体名 東京都水道局

所属部署・役職 総務部企画調整課主任（国際施策推進担当）

氏名 黒﨑 祥子

ご連絡メールアドレス kurosaki-shoko@waterworks.metro.tokyo.jp

電話番号 03-5320-6336

1 貴自治体でのアフリカへの国際協力経験

ある・なしでお答えください。ある場合は時期と職員派遣か研修の受入等を

ご記入ください。

どのような業務内容であったか簡単に説明をしていただければと思います

1-1 アフリカ地域への国際協力のご経験はございますか。

東京都水道局では、海外水道事業体からの要請に応じ、国際協力機構（ＪＩＣＡ）など

の関係機関と連携して、講師派遣や訪日研修などを実施することで、海外水道事業体の

職員の人材育成に貢献しています。

　具体的には、海外水道事業体等からの要請に応じ、ＪＩＣＡと連携して、局職員が講

師となって研修を実施しています。

　また、平成28年度から令和２年度までの５年間に、アフリカ各国から、３００名を超

える研修生を受け入れ、研修を通じて、漏水防止技術、浄水処理技術、水質管理技術な

どの技術指導を行っています。

1-2 タンザニア国の国際協力のご経験はございますか。 JICA等を通じたタンザニア国から研修生受入の実績があります。

1-3 ザンジバル島の国際協力のご経験はございますか。 JICA等を通じたザンジバル島から研修生受入の実績があります。

1-4
ザンジバル島のような島嶼国への国際協力のご経験はござ

いますか。

平成29年8月から令和2年3月にかけて、マレーシア・ラブアン島において、JICA草の根技

術協力事業「SCADAを活用した水運用・無収水マネージメント能力向上プロジェクト」

を実施した実績があります。

1-5

上記項目で国際協力の経験が「ある」とお答えの場合、今

日も継続して国際協力している国・地域はございますか。

あると答えの場合、期間もご教示ください。

なし

1-6
今後、貴自治体の国際協力の展開として、アフリカ地域と

連携する可能性は考えられるでしょうか。

現時点で、具体的な内容が決まっているものはございませんが、アフリカ地域からの依

頼に応じ、 JICA等と調整の上、研修生の受入れ等を行うことは考えられます。

1-6で「考えられる」とお答えの場合は、以下の項目にもお答えください。

（答えられる範囲で結構です）

JICA等を通した人材派遣

　　①長期職員派遣

　　➁専門家等で３か月程度

　　③調査団等への参画で短期間

（左記の①～③のうち該当する番号をご記入ください）

先方からの依頼に応じ、 JICA等と調整の上、対応を検討してまいりたいと考えておりま

す。

JICA等の事業への協力

　　①ザンジバル島外会場(例えば東京など)での研修講師

　　➁Online講師

（左記の①～②のうち該当する番号をご記入ください）

先方からの依頼に応じ、 JICA等と調整の上、対応を検討してまいりたいと考えておりま

す。

JICA等の研修生受入れ

　　①視察受入や講義の実施

　　②ディスカッション参加

（左記の①～②のうち該当する番号をご記入ください）

先方からの依頼に応じ、 JICA等と調整の上、対応を検討してまいりたいと考えておりま

す。

1-7

今後、貴自治体の展開として、アフリカ地域、特に島嶼国

ザンジバルとの連携可能性として想定した以下の形態での

協力は考えられるでしょうか。

先方からの依頼に応じ、 JICA等と調整の上、対応を検討してまいりたいと考えておりま

す。

1-7で「考えられる」とお答えの場合は、以下の項目にもお答えください。

（答えられる範囲で結構です）

JICA等を通した人材派遣

　　①長期職員派遣

　　➁専門家等で３か月程度

　　③調査団等への参画で短期間

（左記の①～③のうち該当する番号をご記入ください）

先方からの依頼に応じ、 JICA等と調整の上、対応を検討してまいりたいと考えておりま

す。

JICA等の事業への協力

　　①ザンジバル島外会場(例えば東京など)での研修講師

　　➁Online講師

（左記の①～②のうち該当する番号をご記入ください）

先方からの依頼に応じ、 JICA等と調整の上、対応を検討してまいりたいと考えておりま

す。

JICA等の研修生受入れ

　　①視察受入や講義の実施

　　②ディスカッション参加

（左記の①～②のうち該当する番号をご記入ください）

先方からの依頼に応じ、 JICA等と調整の上、対応を検討してまいりたいと考えておりま

す。

上記以外（お考えの協力形態がありましたらご記入くださ

い。）



タンザニア国ザンジバル水行政及び 
水道事業管理システム強化に係る情報収集・確認調査                        添付資料 

S-126 

 

 

  

2 組織運営・人材育成

2-1
組織・制度の再構築など水道事業体の運営に係る制度改善

に役立つと思われるところはありますか。
ザンジバルの現状に対する理解が不十分なため、回答を差し控えさせていただきます。

2-2
技術(事務部門を含む)の習得・向上に関わる人材育成の改

善に役立つと思われるところはありますか。
ザンジバルの現状に対する理解が不十分なため、回答を差し控えさせていただきます。

3 地下水管理

3-1

地下水源をお持ちでしょうか。

ある場合、上水として供給する際に供給の安定性、省エネ

ルギー対策(取水、配水ポンプ等)、水質管理等において工

夫している点や留意している点はありますか。

東京都では、多摩地区に地下水源（井戸）を有しています。

ご質問の内容について、以下の通り回答します。

・供給の安定性について

　水質悪化や設備の老朽化などが原因で揚水量が減少している井戸は、今後、費用対効

果や危機管理の観点から、適切な維持補修や更新・統廃合を検討していきます。

・省エネルギー対策について

　省エネ型の機器の導入や、高低差を利用した水運用を行うなどエネルギー効率に配慮

した送配水を行っていきます。浄水場や給水所等のポンプ設備の新設・更新に合わせ

て、エネルギー損失が少ないインバータ制御方式等を導入していきます。

・水質管理について

　東京都水道局では、水質検査計画の中で、水源から蛇口（給水栓）までの水質検査方

針及び具体的な計画を定めており、本計画を通し、適正な水質管理とお客様への情報提

供を図っていきます。

各項目の詳細については、下記のURLよりHPをご覧ください。

（安定性と省エネルギー対策について）

https://www.waterworks.metro.tokyo.lg.jp/suidojigyo/torikumi/seisaku/plan2021/

（水質管理について）

https://www.waterworks.metro.tokyo.lg.jp/suigen/s_keikaku.html

3-2
地下水源の維持保全に関する取り組みとして、工夫してい

る点や留意している点はありますか。
地下水源の維持保全に関して、工夫している点や留意している点はありません。

4 顧客管理

4-1

スマートメーターを導入していますか。

導入している場合、いつ頃から採用し、導入数はどれくら

いでしょうか。

令和元年度にオリンピック・パラリンピック選手村に49個を先行導入しています。

4-2

今後、貴自治体にてスマートメーターを導入する予定はあ

るでしょうか。ある場合、どのような点でメリットがある

とお考えですか。

無いとお答えの場合、どんな改善がされたら導入を検討す

るでしょうか。

令和4年度から令和6年度にかけて、約13万個を都内全域に導入予定です。

導入による効果としては、検針業務の効率化や新サービスによるお客さまサービスの向

上、施設維持管理の向上などを見込んでいます。

4-3

アフリカ地域に限らず、プリペイドメーターを使用してい

る国・地域への国際協力経験はございますか。ある場合、

国名、対象自治体をご記入ください。

なし

4-4

貴自治体では、水道料金支払い方法として、お客様からの

支払いを容易にする特別な方法を採用しているでしょう

か。

東京都水道局では、口座振替、クレジットカード払い、主要な金融機関・コンビニエン

スストアで支払い可能な請求書払いを採用しています。また、請求書に記載のバーコー

ドをスマートフォンで読み取ることにより、電子マネーでの決済も可能です。

協力の可能性があるとお答えになった自治体の方、及び今のところ協力の可能性はないが、ザンジバルの現状に対して「こんな技術は役に立つの

ではないか」といったお考えのある方にお聞きします。

協力あるいは役立ちそうな分野(技術、事務系に限らず)はどのようなところとお考えでしょうか。以下に分野をお示ししますのでご記入願いま

す。



タンザニア国ザンジバル水行政及び 
水道事業管理システム強化に係る情報収集・確認調査                        添付資料 

S-127 

 

(2) 横浜市 

 

 

 

ザンジバル水行政及び水道事業管理システム強化に係る情報収集・確認調査　　質問票

ご回答者情報

自治体名 横浜市水道局

所属部署・役職 国際事業課　担当係長

氏名 神守　理愛

ご連絡メールアドレス ri00-kanmori@city.yokohama.jp

電話番号 045-671-3080

1 貴自治体でのアフリカへの国際協力経験

ある・なしでお答えください。ある場合は時期と職員派遣か研修の受入等をご

記入ください。

どのような業務内容であったか簡単に説明をしていただければと思います

1-1 アフリカ地域への国際協力のご経験はございますか。 ある

1-2 タンザニア国の国際協力のご経験はございますか。 ある

1-3 ザンジバル島の国際協力のご経験はございますか。 ある

1-4
ザンジバル島のような島嶼国への国際協力のご経験はござ

いますか。
ある

1-5

上記項目で国際協力の経験が「ある」とお答えの場合、今

日も継続して国際協力している国・地域はございますか。

あると答えの場合、期間もご教示ください。

省略

1-6
今後、貴自治体の国際協力の展開として、アフリカ地域と

連携する可能性は考えられるでしょうか。

マラウイ・リロングウェでのJICA技術協力プロジェクトには2024年3月まで長

期専門家を派遣する予定となっているため、当面はこのプロジェクトを通じた

協力を行います。

1-6で「考えられる」とお答えの場合は、以下の項目にもお答えください。

（答えられる範囲で結構です）

JICA等を通した人材派遣

　　①長期職員派遣

　　➁専門家等で３か月程度

　　③調査団等への参画で短期間

（左記の①～③のうち該当する番号をご記入ください）

上記プロジェクトにおいて①、③

JICA等の事業への協力

　　①ザンジバル島外会場(例えば東京など)での研修講師

　　➁Online講師

（左記の①～②のうち該当する番号をご記入ください）

JICA等の研修生受入れ

　　①視察受入や講義の実施

　　②ディスカッション参加

（左記の①～②のうち該当する番号をご記入ください）

上記プロジェクトにおける本邦研修として①、②

1-7

今後、貴自治体の展開として、アフリカ地域、特に島嶼国

ザンジバルとの連携可能性として想定した以下の形態での

協力は考えられるでしょうか。

マラウイでのプロジェクトに注力するため、ザンジバルと連携することは現時

点で想定していません。

1-7で「考えられる」とお答えの場合は、以下の項目にもお答えください。

（答えられる範囲で結構です）

JICA等を通した人材派遣

　　①長期職員派遣

　　➁専門家等で３か月程度

　　③調査団等への参画で短期間

（左記の①～③のうち該当する番号をご記入ください）

JICA等の事業への協力

　　①ザンジバル島外会場(例えば東京など)での研修講師

　　➁Online講師

（左記の①～②のうち該当する番号をご記入ください）

JICA等の研修生受入れ

　　①視察受入や講義の実施

　　②ディスカッション参加

（左記の①～②のうち該当する番号をご記入ください）

上記以外（お考えの協力形態がありましたらご記入くださ

い。）



タンザニア国ザンジバル水行政及び 
水道事業管理システム強化に係る情報収集・確認調査                        添付資料 

S-128 

 

 

 

 

  

2 組織運営・人材育成

2-1
組織・制度の再構築など水道事業体の運営に係る制度改善

に役立つと思われるところはありますか。

2-2
技術(事務部門を含む)の習得・向上に関わる人材育成の改

善に役立つと思われるところはありますか。

3 地下水管理

3-1

地下水源をお持ちでしょうか。

ある場合、上水として供給する際に供給の安定性、省エネ

ルギー対策(取水、配水ポンプ等)、水質管理等において工

夫している点や留意している点はありますか。

3-2
地下水源の維持保全に関する取り組みとして、工夫してい

る点や留意している点はありますか。

4 顧客管理

4-1

スマートメーターを導入していますか。

導入している場合、いつ頃から採用し、導入数はどれくら

いでしょうか。

4-2

今後、貴自治体にてスマートメーターを導入する予定はあ

るでしょうか。ある場合、どのような点でメリットがある

とお考えですか。

無いとお答えの場合、どんな改善がされたら導入を検討す

るでしょうか。

4-3

アフリカ地域に限らず、プリペイドメーターを使用してい

る国・地域への国際協力経験はございますか。ある場合、

国名、対象自治体をご記入ください。

4-4

貴自治体では、水道料金支払い方法として、お客様からの

支払いを容易にする特別な方法を採用しているでしょう

か。

協力の可能性があるとお答えになった自治体の方、及び今のところ協力の可能性はないが、ザンジバルの現状に対して「こんな技術は役に立つので

はないか」といったお考えのある方にお聞きします。

協力あるいは役立ちそうな分野(技術、事務系に限らず)はどのようなところとお考えでしょうか。以下に分野をお示ししますのでご記入願います。



タンザニア国ザンジバル水行政及び 
水道事業管理システム強化に係る情報収集・確認調査                        添付資料 

S-129 

 

(3) 浜松市 

 

 

ザンジバル水行政及び水道事業管理システム強化に係る情報収集・確認調査　　質問票

ご回答者情報

自治体名 浜松市

所属部署・役職 上下水道部上下水道総務課・一般職員

氏名 髙橋 侑里

ご連絡メールアドレス suidow-s@city.hamamatsu.shizuoka.jp

電話番号 053-474-7019

1 貴自治体でのアフリカへの国際協力経験

ある・なしでお答えください。ある場合は時期と職員派遣か研修の受入等をご

記入ください。

どのような業務内容であったか簡単に説明をしていただければと思います

1-1 アフリカ地域への国際協力のご経験はございますか。 ありません

1-2 タンザニア国の国際協力のご経験はございますか。 ありません

1-3 ザンジバル島の国際協力のご経験はございますか。 ありません

1-4
ザンジバル島のような島嶼国への国際協力のご経験はござ

いますか。
ありません

1-5

上記項目で国際協力の経験が「ある」とお答えの場合、今

日も継続して国際協力している国・地域はございますか。

あると答えの場合、期間もご教示ください。

ー

1-6
今後、貴自治体の国際協力の展開として、アフリカ地域と

連携する可能性は考えられるでしょうか。
ありません

1-6で「考えられる」とお答えの場合は、以下の項目にもお答えください。

（答えられる範囲で結構です）

JICA等を通した人材派遣

　　①長期職員派遣

　　➁専門家等で３か月程度

　　③調査団等への参画で短期間

（左記の①～③のうち該当する番号をご記入ください）

JICA等の事業への協力

　　①ザンジバル島外会場(例えば東京など)での研修講師

　　➁Online講師

（左記の①～②のうち該当する番号をご記入ください）

JICA等の研修生受入れ

　　①視察受入や講義の実施

　　②ディスカッション参加

（左記の①～②のうち該当する番号をご記入ください）

1-7

今後、貴自治体の展開として、アフリカ地域、特に島嶼国

ザンジバルとの連携可能性として想定した以下の形態での

協力は考えられるでしょうか。

1-7で「考えられる」とお答えの場合は、以下の項目にもお答えください。

（答えられる範囲で結構です）

JICA等を通した人材派遣

　　①長期職員派遣

　　➁専門家等で３か月程度

　　③調査団等への参画で短期間

（左記の①～③のうち該当する番号をご記入ください）

JICA等の事業への協力

　　①ザンジバル島外会場(例えば東京など)での研修講師

　　➁Online講師

（左記の①～②のうち該当する番号をご記入ください）

JICA等の研修生受入れ

　　①視察受入や講義の実施

　　②ディスカッション参加

（左記の①～②のうち該当する番号をご記入ください）

上記以外（お考えの協力形態がありましたらご記入くださ

い。）



タンザニア国ザンジバル水行政及び 
水道事業管理システム強化に係る情報収集・確認調査                        添付資料 

S-130 

 

 

 

  

2 組織運営・人材育成

2-1
組織・制度の再構築など水道事業体の運営に係る制度改善

に役立つと思われるところはありますか。
ー

2-2
技術(事務部門を含む)の習得・向上に関わる人材育成の改

善に役立つと思われるところはありますか。
ー

3 地下水管理

3-1

地下水源をお持ちでしょうか。

ある場合、上水として供給する際に供給の安定性、省エネ

ルギー対策(取水、配水ポンプ等)、水質管理等において工

夫している点や留意している点はありますか。

ー

3-2
地下水源の維持保全に関する取り組みとして、工夫してい

る点や留意している点はありますか。
ー

4 顧客管理

4-1

スマートメーターを導入していますか。

導入している場合、いつ頃から採用し、導入数はどれくら

いでしょうか。

ー

4-2

今後、貴自治体にてスマートメーターを導入する予定はあ

るでしょうか。ある場合、どのような点でメリットがある

とお考えですか。

無いとお答えの場合、どんな改善がされたら導入を検討す

るでしょうか。

ー

4-3

アフリカ地域に限らず、プリペイドメーターを使用してい

る国・地域への国際協力経験はございますか。ある場合、

国名、対象自治体をご記入ください。

ー

4-4

貴自治体では、水道料金支払い方法として、お客様からの

支払いを容易にする特別な方法を採用しているでしょう

か。

ー

協力の可能性があるとお答えになった自治体の方、及び今のところ協力の可能性はないが、ザンジバルの現状に対して「こんな技術は役に立つので

はないか」といったお考えのある方にお聞きします。

協力あるいは役立ちそうな分野(技術、事務系に限らず)はどのようなところとお考えでしょうか。以下に分野をお示ししますのでご記入願います。
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(4) 広島市 

 

 

ご回答者情報

自治体名 広島市水道局

所属部署・役職 企画総務課・主事

氏名 藤本　恵

ご連絡メールアドレス kikakusomu@city.hiroshima.lg.jp

電話番号 （082）511-6806

1 貴自治体でのアフリカへの国際協力経験

ある・なしでお答えください。ある場合は時期と職員派遣か研修の受入等をご

記入ください。

どのような業務内容であったか簡単に説明をしていただければと思います

1-1 アフリカ地域への国際協力のご経験はございますか。 ある

1-2 タンザニア国の国際協力のご経験はございますか。

ある（JICAからの要請により、過去に２回（①H27.7.2～Ｈ27.8.10、➁H28.7.1

～H28.8.9）、訪日研修において研修員の受入れを行いました。研修では、給配

水の維持管理に係る講義や実技研修を実施しました。）

1-3 ザンジバル島の国際協力のご経験はございますか。 なし

1-4
ザンジバル島のような島嶼国への国際協力のご経験はござ

いますか。
ある

1-5

上記項目で国際協力の経験が「ある」とお答えの場合、今

日も継続して国際協力している国・地域はございますか。

あると答えの場合、期間もご教示ください。

なし

1-6
今後、貴自治体の国際協力の展開として、アフリカ地域と

連携する可能性は考えられるでしょうか。
考えられる。

1-6で「考えられる」とお答えの場合は、以下の項目にもお答えください。

（答えられる範囲で結構です）

JICA等を通した人材派遣

　　①長期職員派遣

　　➁専門家等で３か月程度

　　③調査団等への参画で短期間

（左記の①～③のうち該当する番号をご記入ください）

－

JICA等の事業への協力

　　①ザンジバル島外会場(例えば東京など)での研修講師

　　➁Online講師

（左記の①～②のうち該当する番号をご記入ください）

－

JICA等の研修生受入れ

　　①視察受入や講義の実施

　　②ディスカッション参加

（左記の①～②のうち該当する番号をご記入ください）

①➁

1-7

今後、貴自治体の展開として、アフリカ地域、特に島嶼国

ザンジバルとの連携可能性として想定した以下の形態での

協力は考えられるでしょうか。

考えられる。

1-7で「考えられる」とお答えの場合は、以下の項目にもお答えください。

（答えられる範囲で結構です）

JICA等を通した人材派遣

　　①長期職員派遣

　　➁専門家等で３か月程度

　　③調査団等への参画で短期間

（左記の①～③のうち該当する番号をご記入ください）

－

JICA等の事業への協力

　　①ザンジバル島外会場(例えば東京など)での研修講師

　　➁Online講師

（左記の①～②のうち該当する番号をご記入ください）

－

JICA等の研修生受入れ

　　①視察受入や講義の実施

　　②ディスカッション参加

（左記の①～②のうち該当する番号をご記入ください）

①➁

上記以外（お考えの協力形態がありましたらご記入くださ

い。）
－
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2 組織運営・人材育成

2-1
組織・制度の再構築など水道事業体の運営に係る制度改善

に役立つと思われるところはありますか。
－

2-2
技術(事務部門を含む)の習得・向上に関わる人材育成の改

善に役立つと思われるところはありますか。
－

3 地下水管理

3-1

地下水源をお持ちでしょうか。

ある場合、上水として供給する際に供給の安定性、省エネ

ルギー対策(取水、配水ポンプ等)、水質管理等において工

夫している点や留意している点はありますか。

３浄水場の水源が地下水を使用しており、飲用、生活用に有償で供給してい

る。施設は、水道施設設計指針、水道維持管理指針に基づき設置、管理されて

おり、工夫している点として、省エネルギー対策としての高効率モーターの使

用が挙げられる。

3-2
地下水源の維持保全に関する取り組みとして、工夫してい

る点や留意している点はありますか。

地下水に限らず、水源を次世代に引き継いでいくための教育が重要と考えてお

り、そのために植林等の森林保全活動や森林学習を行っている。

4 顧客管理

4-1

スマートメーターを導入していますか。

導入している場合、いつ頃から採用し、導入数はどれくら

いでしょうか。

導入していない。

4-2

今後、貴自治体にてスマートメーターを導入する予定はあ

るでしょうか。ある場合、どのような点でメリットがある

とお考えですか。

無いとお答えの場合、どんな改善がされたら導入を検討す

るでしょうか。

具体的な予定はないが、導入の検討はしている。

スマートメーターのメリットは、リモートによる自動検針が可能となり、早期

の漏水対応、お客様サービスの向上などが挙げられる。

4-3

アフリカ地域に限らず、プリペイドメーターを使用してい

る国・地域への国際協力経験はございますか。ある場合、

国名、対象自治体をご記入ください。

研修参加国に対して、プリペイドメーターの使用状況について調査を行ってい

ないため不明。

4-4

貴自治体では、水道料金支払い方法として、お客様からの

支払いを容易にする特別な方法を採用しているでしょう

か。

水道料金等の支払い方法は次のとおり。

・口座振替

・請求書払い（コンビニ・スマートフォン決裁・金融機関・ゆうちょ銀行又は

郵便局、水道局営業所で支払可能）

協力の可能性があるとお答えになった自治体の方、及び今のところ協力の可能性はないが、ザンジバルの現状に対して「こんな技術は役に立つので

はないか」といったお考えのある方にお聞きします。

協力あるいは役立ちそうな分野(技術、事務系に限らず)はどのようなところとお考えでしょうか。以下に分野をお示ししますのでご記入願います。
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(5) 福岡市 

 

 

２，３，４記入なし  

 

  

ザンジバル水行政及び水道事業管理システム強化に係る情報収集・確認調査　　質問票

ご回答者情報

自治体名 福岡市

所属部署・役職 水道局経営企画課

氏名 矢野 光俊

ご連絡メールアドレス k-kikaku.wb@city.fukuoka.lg.jp 

電話番号 092-483-3107

1 貴自治体でのアフリカへの国際協力経験
ある・なしでお答えください。ある場合は時期と職員派遣か研修の受入等をご記入ください。

どのような業務内容であったか簡単に説明をしていただければと思います

1-1 アフリカ地域への国際協力のご経験はございますか。 ある：JICA課題別研修（上水道無収水量管理対策）での研修員受入

1-2 タンザニア国の国際協力のご経験はございますか。 ある：JICA課題別研修（上水道無収水量管理対策）での研修員受入

1-3 ザンジバル島の国際協力のご経験はございますか。 ある：JICA課題別研修（上水道無収水量管理対策）での研修員受入

1-4
ザンジバル島のような島嶼国への国際協力のご経験はござ

いますか。
ある：フィジー共和国でのJICA草の根技術協力事業

1-5

上記項目で国際協力の経験が「ある」とお答えの場合、今

日も継続して国際協力している国・地域はございますか。

あると答えの場合、期間もご教示ください。

なし：R4.３で事業終了

1-6
今後、貴自治体の国際協力の展開として、アフリカ地域と

連携する可能性は考えられるでしょうか。
なし：現時点では検討していません。

1-6で「考えられる」とお答えの場合は、以下の項目にもお答えください。

（答えられる範囲で結構です）

JICA等を通した人材派遣

　　①長期職員派遣

　　➁専門家等で３か月程度

　　③調査団等への参画で短期間

（左記の①～③のうち該当する番号をご記入ください）

JICA等の事業への協力

　　①ザンジバル島外会場(例えば東京など)での研修講師

　　➁Online講師

（左記の①～②のうち該当する番号をご記入ください）

JICA等の研修生受入れ

　　①視察受入や講義の実施

　　②ディスカッション参加

（左記の①～②のうち該当する番号をご記入ください）

1-7

今後、貴自治体の展開として、アフリカ地域、特に島嶼国

ザンジバルとの連携可能性として想定した以下の形態での

協力は考えられるでしょうか。

1-7で「考えられる」とお答えの場合は、以下の項目にもお答えください。

（答えられる範囲で結構です）

JICA等を通した人材派遣

　　①長期職員派遣

　　➁専門家等で３か月程度

　　③調査団等への参画で短期間

（左記の①～③のうち該当する番号をご記入ください）

JICA等の事業への協力

　　①ザンジバル島外会場(例えば東京など)での研修講師

　　➁Online講師

（左記の①～②のうち該当する番号をご記入ください）

JICA等の研修生受入れ

　　①視察受入や講義の実施

　　②ディスカッション参加

（左記の①～②のうち該当する番号をご記入ください）

上記以外（お考えの協力形態がありましたらご記入くださ

い。）
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(6) 熊本市 

 

 

ご回答者情報

自治体名 熊本市

回答者様の所属部署・役職・お名前(可能な限りご記入く

ださい)
総務課・主事・松岡

ご連絡メールアドレス・電話番号 suidousoumu@city.kumamoto.lg.jp ・ 096-381-4061

1 アフリカへの協力経験

ある・なしでお答えください。ある場合は時期と職員派遣か研修の受入等を

ご記入ください。

どのような業務内容であったか簡単に説明をしていただければと思います

1-1 アフリカ地域への協力の経験はございますか。 なし

1-2 タンザニア国の協力の経験はございますか。 なし

1-3 ザンジバル島の協力の経験はございますか。 なし

1-4 ザンジバル島のような島嶼国への協力はございますか。 なし

1-5

上記項目で協力の経験があるとお答えの自治体の方にお聞

きします。今日でも継続して協力している国はございます

か。あると答えの場合、何年間でしょうか。

なし

1-6

今後、貴自治体の展開として、アフリカの国々、特に島嶼

国ザンジバルとの連携可能性として想定した以下の形態で

の協力は考えられるでしょうか。

なし

JICA等を通した人材派遣 ①長期職員派遣、➁専門家等で３か月程度、③調査団等への参画で短期間

JICA等の事業への協力 ①ザンジバル島外会場(例えば東京など)での研修講師、　➁Online講師

JICA等の研修生受入れ ①視察受入や講義の実施、②ディスカッション参加

上記以外（お考えの協力形態があればご記入ください。）
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2 組織運営・人材育成

2-1
組織・制度の再構築など水道事業体の運営に係る制度改善

に役立つと思われるところはありますか。

状況をお聞きすると、有収水量の低さを改善するために、配管台帳システム

顧客管理システムの強化が必要ではないか。

2-2
技術(事務部門を含む)の習得・向上に関わる人材育成プラ

ンの改善に役立つと思われるところはありますか。

管路技術の知識を得るためのセミナー研修を開催し、管材に対する技術の向

上を図ることが必要であると考える。

3 地下水管理

3-1

地下水源をお持ちでしょうか。ある場合、上水として供給

する際に供給の安定性、省エネルギー対策(取水、配水ポ

ンプ等)、水質管理等において工夫している点や気を付け

ていることはありますか。

本市の上水道は、すべて地下水源で賄っています。

主要な施設では、１つの配水池に複数の井戸の水を送水することで、故障発

生時も安定して原水を供給できるようにしています。

自然流下での配水の場合、配水池水位等による自動制御で必要量だけを取水

し、水を無駄に汲み上げないようにしています。また、配水ポンプでの供給

の場合、配水管の末端圧力が一定になるよう自動制御しています。

　水質管理について、給水栓水は水道法における水道水質基準適合を適切な

頻度、方法で確認しています。また、水源である地下水（原水）及び配水池

出口の水（浄水）についても独自に水質検査を実施しています。

3-2
地下水源の維持保全に関する取り組みとして、工夫してい

る点や気を付けていることはありますか。

地下水位観測のための専用井戸を設け、地下水位の変動を継続的に観測して

います。また、水源井戸周辺での杭、地盤改良、矢板、推進工事等に対し

て、市で条例を定め、工法及び地盤改良剤等で地下水汚染を起さないように

事前に協議、指導を行っている。

4 顧客管理

4-1

スマートメーターを導入しているでしょうか。している場

合、いつ頃から採用し、導入数としてはどれくらいでしょ

うか。

本市では導入はしておりません。

4-2

今後、貴自治体にてスマートメーターを導入する予定はあ

るでしょうか。ある場合、どんなところでメリットがある

とお考えですか。

無いとお答えの場合、どんな改善がされたら導入を検討す

るでしょうか。

現時点ではスマートメーターの導入予定はございません。

導入については、コストや技術面の課題等について、調査・検討をすすめて

行く予定です。

4-3

アフリカに限らず、プリペイドメーターを使用している国

への協力経験はございますか。国の名前、対象自治体が分

かりましたらご記入ください。

ー

4-4

貴自治体では、水道料金支払い方法として、お客様からの

支払いを容易にする特別な方法を採用しているでしょう

か。

本市の支払い方法は、口座振替と納付書払いであり、納付書を用いたスマホ

決済も対応しています。

5 水源管理

5-1
水源について38カ所あるそうですが、地下水を水源として

いる井戸の本数は何本になりますか。
98本

5-2 井戸の深さはどのくらいですか 最大　212ｍ　　　　最小　7.6ｍ　　　　　平均　116ｍ

5-3
井戸からの取水は水中ポンプですか、地上からの吸上げで

すか
水中P　　　　　　　　　　　地上吸上げP

5-4
全ての井戸(取水ポンプ)を水運用センターでコントロール

していますか

すべてではありませんが、主要水源について水運用センターで自動制御（運

転・停止）しています。

5-5

コントロールするメリットとして、適切な水圧のコント

ロールと記載されていましたが、その他に電力削減につな

がるなどメリットはありますか

「適切な水圧のコントロール」は、配水ポンプの末端圧力制御についてで

す。水道施設全般では、電力会社からのピークカット要請対応、積極的な深

夜時間帯での運転、原単位がよい井戸の優先運転等を行っています。

5-6
ポンプのコントロールにSCADAシステムを導入していま

すか
導入していません。

5-7
コントロールシステムを納入した企業をお聞かせいただけ

ますか
現在の水運用センターシステムは（株）東芝です。

5-8
差し支えなけれがシステム導入コストをお聞かせ願えます

か

システム関連事業が複数あるため、一概にコストはお答えできません。

なお、水運用センターシステムの導入は一般競争入札でした。

5-9 日常の運転・維持管理で気を付けていることはありますか 井戸水位の変動(特に下降)には注意しています。

5-10

途上国でポンプコントロールシステムを導入するとした場

合、前提としてどんな条件が揃っていないと難しいと思い

ますか

施設及び設備の図面、機器の諸元、過去の運用状況等が把握できているこ

と。また、運転方案や設備設計思想等が統一できていること。

5-11

途上国でポンプコントロールシステムを導入した場合、

日々の運転管理や維持管理に気を付けなければならない所

はどんなところだと思われますか

各施設が正常に運転できるようメンテナンスすることはもとより、故障時に

迅速な対応ができる体制を整えること。

協力の可能性があるとお答えになった自治体の方、及び今のところ協力の可能性はないが、ザンジバルの現状をからこんな技術は役に立つのでは

ないかといったお考えのある自治体の方にお聞きします。協力あるいは役立つ分野(技術、事務系に限らず)としてはどのようなところとお考えで

しょうか。以下に分野をお示ししますのでご記入をお願いします。

ザンジバルと同様地下水を水源としているということで、アンケート用紙以外でもう少し詳しく知りたいところがありますのでご協力お願いいた

します。
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(7) 宮古島市 

 

 

  

貴自治体名 宮古島市上下水道部

回答者様の所属部署・役職・お名前(可能な限りご記入ください) 水道総務課庶務係長：川満　一志

ご連絡メールアドレス・電話番号 sds.syomu@city.miyakojima.lg.jp 

1 アフリカへの協力経験

ある・なしでお答えください。ある場合は時期と職員派遣か研修の受入等をご

記入ください。

どのような業務内容であったか簡単に説明をしていただければと思います

1-1 アフリカ地域への協力の経験はございますか？ 無し

1-2 タンザニア国の協力の経験はございますか？ 無し

1-3 ザンジバル島の協力の経験はございますか？ 無し

1-4 ザンジバル島のような島嶼国への協力はございますか？ 無し

1-5

上記項目で協力の経験があるとお答えの自治体の方にお聞きします。

今日でも継続して協力している又は過去に協力してきた国はございま

すか？あると答えの場合、何年間でしょうか。

1-6

今後、貴自治体の展開として、アフリカの国々、特に島嶼国ザンジバ

ルとの連携可能性として想定した以下の形態での協力は考えられるで

しょうか。

無し

JICA等を通した人材派遣 ①長期職員派遣、➁専門家等で３か月程度、③調査団等への参画で短期間

JICA等の事業への協力 ①ザンジバル島外会場(例えば東京など)での研修講師、　➁Online講師

JICA等の研修生受入れ ①視察受入や講義の実施、②ディスカッション参加

上記以外（お考えの協力形態があればご記入ください。）

2 水道事業の取り組みについて

2-1
水源確保としての地下水涵養(地下ダムなど)の建設を計画する際に気

を付けたほうがいいと思われることなどはありますか。
特にございません。

2-2

水源確保としての地下水涵養(地下ダムなど)の施設維持管理に関する

ことで工夫していることや島ならではの苦労とその対策にはどんなと

ころがありますか。

本市に於いては地下ダム施設はございませんが、農業用水としては

地下ダムが整備されております。

2-3

貴重な水源である、井戸(地下ダム含む)から取水する場合、水源をよ

り長持ちさせるために、一日にくみ上げる水の量や配水時間や量のコ

ントロールで気を付けていることなどで特別に工夫していることはあ

りますか。

水源地の干渉をさけて運転を行っている

2-4

そして、今後の展開としてアフリカの国々、特に島嶼国ザンジバルと

の連携可能性として想定した以下の形態での協力は考えられるかで

しょうか。

無し

ある場合下記項目も合わせてご回答をお願いします。

JICA等を通した人材派遣 ①長期職員派遣、➁専門家等で３か月程度、③調査団等への参画で短期間

JICA等の事業への協力： ①ザンジバル島外会場(例えば東京など)での研修講師、　➁Online講師

JICA等の研修生受入れ： ①視察受入や講義の実施、②ディスカッション参加

全体
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(8) 石垣市 

 

 

  

貴自治体名 石垣市

回答者様の所属部署・役職・お名前(可能な限りご記入ください) 水道部　施設課　浄水係　主事　黒島　宏人

ご連絡メールアドレス・電話番号 01020994@city.ishigaki.okinawa.jp

1 アフリカへの協力経験

ある・なしでお答えください。ある場合は時期と職員派遣か研修の受入等をご

記入ください。

どのような業務内容であったか簡単に説明をしていただければと思います

1-1 アフリカ地域への協力の経験はございますか？ なし

1-2 タンザニア国の協力の経験はございますか？ なし

1-3 ザンジバル島の協力の経験はございますか？ なし

1-4 ザンジバル島のような島嶼国への協力はございますか？ なし

1-5

上記項目で協力の経験があるとお答えの自治体の方にお聞きします。

今日でも継続して協力している又は過去に協力してきた国はございま

すか？あると答えの場合、何年間でしょうか。

1-6

今後、貴自治体の展開として、アフリカの国々、特に島嶼国ザンジバ

ルとの連携可能性として想定した以下の形態での協力は考えられるで

しょうか。

JICA等を通した人材派遣 ①長期職員派遣、➁専門家等で３か月程度、③調査団等への参画で短期間

JICA等の事業への協力 ①ザンジバル島外会場(例えば東京など)での研修講師、　➁Online講師

JICA等の研修生受入れ ①視察受入や講義の実施、②ディスカッション参加

上記以外（お考えの協力形態があればご記入ください。）

2 水道事業の取り組みについて

2-1
水源確保としての地下水涵養(地下ダムなど)の建設を計画する際に気

を付けたほうがいいと思われることなどはありますか。
水質・取水流量

2-2

水源確保としての地下水涵養(地下ダムなど)の施設維持管理に関する

ことで工夫していることや島ならではの苦労とその対策にはどんなと

ころがありますか。

硬度が高く、高度処理施設がないので、河川表流水源を主に取水している

2-3

貴重な水源である、井戸(地下ダム含む)から取水する場合、水源をよ

り長持ちさせるために、一日にくみ上げる水の量や配水時間や量のコ

ントロールで気を付けていることなどで特別に工夫していることはあ

りますか。

石垣市では、地下水の他に河川表流水源があり、天候に左右されますが、豊水

時には、地下水からの取水は少量に抑えています。

2-4

そして、今後の展開としてアフリカの国々、特に島嶼国ザンジバルと

の連携可能性として想定した以下の形態での協力は考えられるかで

しょうか。

ある、なし

ある場合下記項目も合わせてご回答をお願いします。

JICA等を通した人材派遣 ①長期職員派遣、➁専門家等で３か月程度、③調査団等への参画で短期間

JICA等の事業への協力： ①ザンジバル島外会場(例えば東京など)での研修講師、　➁Online講師

JICA等の研修生受入れ： ①視察受入や講義の実施、②ディスカッション参加

全体
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添付資料6  財務諸表（キャッシュフロー計算書） 

 

 

 

 

Statement of Cash Flow

2019/20 2018/19 2017/18

Cash flow from Operating Activities: TZS TZS TZS

RECEIPTS

Water Sales 2,799,196,832 3,137,452,685 2,635,805,974

Service Charges 97,342,507 91,876,424 61,912,940

Other Income 499,508,122 1,176,776,706 435,595,961

Subsidies From Government 3,611,076,004 4,007,375,007 2,499,999,996

Total Receipts 7,007,123,465 8,413,480,822 5,633,314,871

Payment

Personnel Emoluments (3,901,064,440) (4,069,689,856) (3,273,558,570)

Supplies Goods, Works and Services - - -

Other Payments (2,772,086,186) (2,580,432,362) (2,134,286,697)

Total Payments (6,673,150,626) (6,650,122,218) (5,407,845,267)

Net Cash flow from Operating Activities 333,972,839 1,763,358,604 225,469,604

Cash flow from Investing Activities:

Purchase of Assets (3,228,003,374) (12,828,046,285) (7,833,773,664)

Net Cash flow from Investing Activities: (3,228,003,374) (12,828,046,285) (7,833,773,664)

Cash flow from Financing Activities:

RGoZ Grants 2,895,720,928 5,425,636,860 2,751,000,000

Other Grants 180,309,900 435,400,000 9,991,115,985

Net Cash flow from Financing Activities: 3,076,030,828 5,861,036,860 12,742,115,985

Net Increase/Decrease in cash 182,000,293 (5,203,650,821) 5,133,811,925

Cash at the beginning of the year 199,025,981 5,402,676,802 268,864,877

Cash at the end of the period 381,026,274 199,025,981 5,402,676,802

For the year ended 30th June
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